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特　集  特　集

　あの日からもう10年。まだ10年。そ
の後も日本では地震、豪雨、台風など
の災害は起き続けています。今回、東
日本大震災以降に掲載された災害・防
災関連の新聞広告を100事例以上、見
直しました。そこから、代表的な新聞
広告やそれらが担った役割を三つのR

（RESCUE  /  RES I LL IENCE  / 
READY?）に分類してご紹介します。
災害が起きたとき、そして時間の経過も
含めて、新聞（広告）に何ができるの
かのヒントになれば幸いです。

①RESCUE
（困っている誰かを助ける新聞広告）

　災害直後に新聞（広告）ができるこ
とは限られています。ただ、喫緊の対
応が一段落したり、避難所生活が長引
き始めたりするにつれ、新たな課題も生
まれてきます。例えば心のケアだったり、
慣れない避難所での過ごし方だったり。
そんな時に役に立った（誰かを助けた）
新聞広告をご紹介します。

＜事例1＞Google「未来へのキオク」 　 

　突然の災害で大切な思い出や写真を
失った人々のために、Googleが「みん
なのキオクを集める場所」をオンライン
上につくり、そこへの写真の提供を日本
中に促す新聞広告です。被災者のみな
さんがもう一度見たい思い出のシーンが、
手書きの言葉でひとつひとつ書かれてい
ます。これは実際にさまざまな場所で壁
新聞としても貼られて人々の注目を集め
たそうです。結果、日本全国から思い
出の写真を集めることができたのは、紙
メディアならではだと思います。

＜事例2＞資生堂「被災地での肌と髪のケア」

　こちらは資生堂が東北エリアのみで掲
載した女性のための美容情報新聞広告
です。水や日用品が不足するなかでも
できる髪や肌のケアなどの情報を壁新聞
としても活用できる構成で伝えました。
こちらも、紙＆大きいという新聞の特性

2021年3月､ 東日本大震災の発生から10年を迎えました｡ この間､ 全国各地で大規模な自然災害が相次いで発生し､
政府･自治体や民間の企業･団体などが復旧･復興に取り組んでいます｡ また､ 被災地の人々の暮らしを支えるとともに､
災害の記憶を伝承し防災意識の向上に寄与する多くの新聞広告が各紙に掲載されました｡
今号の巻頭特集では､ 災害時における新聞広告の役割について電通の嶋野裕介氏に寄稿いただきました｡ あわせて､
新聞広告を活用したリスクコミュニケーションの実例を紹介します｡

がり続ける新聞は、災害で傷ついた
人々の心に寄り添い、支え続けることが
できます。

＜事例3＞岩手日報「最後だとわかっていたなら」

　このシリーズは2017年から5年連続
して岩手日報が掲載している追悼企画
です。東日本大震災で岩手の人々が受
けた悲しみと後悔を風化させないという
強い思いのメッセージを、ノーマ・コー
ネット・マレック氏の詩を企画の真ん中
において展開しています（何度読んでも
心が締め付けられる、素晴らしい詩で
す）。地元の人々の言葉やエピソードが
主役であり、地元の協賛企業と一緒に
継続展開されています。このプロジェク
トが契機となって、岩手県に「東日本
大震災津波を語り継ぐ日条例」が21年
2月に制定されたそうです。
　また、2021年は震災から10年という
節目であったことから、NTTドコモや花
王など多くの企業も東北での活動を振り
返り、復興へのエールを送る新聞広告
を掲載しました。それはこれからも東北
に寄り添い続ける宣言でもあり、読者の
方々への温かいエールになったに違いあ
りません。

③READY？
（防災のための準備を確認・促す広告）

　災害大国日本。だからこそ、その知
見を生かすことで防災先進国にもなれる

はずです。三つ目の方向性は、まさに
見る人に「READY？（準備はできて
る？）」と促すことで、あらためて防災へ
の意識を高める効果があります。
＜事例4＞神戸新聞「避難所もっとより良くプロジェク
ト／並べる防災」

  神戸新聞も1995年の阪神・淡路大
震災以来、防災啓発企画を続けていま
す。そのなかのひとつとしてご紹介した
い新聞広告が「並べる防災」。避難所
生活で必要なアイテムを、新聞の上に
原寸大でデザインすることで、並べて準
備するキッカケにもなっています。単な
る啓発にとどまらず、行動まで促すこと
ができる素晴らしいクリエーティブです。
災害から時間がたつとついつい怠ってし
まう準備を促す点が評価され、世界中

の広告賞を受賞しています。
　また、2021年3月11日には、ヤフー
とLINEが合同で「スマホ避難シミュレ
ーション」を新聞広告で告知したり、サ
ントリーが河北新報とコラボして「あの
日、助けてくれたもの」リストを公開し
たりするなど、新聞広告が防災活動に
も貢献しています。

災害時こそ、紙の新聞が役立つ
　この10年で新聞というメディアの影
響力やポジションは大きく変わりました。
SNSやデジタルツールが人々の情報接
触のメディアの第一になっていくなかで、
新聞というメディアの本質的価値が問わ
れています。今回ご紹介した「RESCUE」

「RESILLIENCE」「READY?」の三つの
Rは、サイズが大きく、閲覧性が高く、
何度でも読み返せる新聞紙という強み
を生かしていました。また、紙メディア
はスマホと違って電波や電池切れの心
配もないから、急なトラブル時や停電時
だって、すぐにみんなで見ることができ
ます（体に巻き付けて暖をとったりもで
きるそうです）。
　人は忘れる生き物です。だからこそ、
忘れてはいけない大事なことを伝え続け、
毎年のように思い出させてくれる新聞と
いうメディアはこれからもますます重要
です。日本には必ずまた災害は起きま
す。だからこそ、新聞（広告）にできる
ことを考え続けたいと思います。

を生かし、避難所でみんなと一緒に見
ることができるという素晴らしい役割も
担っています。

 ②RESILLIENCE
（心の回復に寄り添い、立ち直るための広告）

　最近よく聞く言葉「レジリエンス」。
その意味は、困難な状況から心を回復
させ、徐々にそれを乗り越えていくため
のチカラのことです。読者と365日つな

＜事例1＞2011年6月23日付朝日新聞、
読売新聞など（提供：Google）

＜事例2＞2011年6月5日付福島民報など東北
エリア県紙に掲載

リスクコミュニケーションにおける
新聞広告の役割

災害時の新聞コミュニケーション
「三つのＲ」でつくる新聞広告

株式会社電通 ｚｅｒｏ
クリエーティブディレクター
嶋野 裕介 氏（しまの・ゆうすけ）

＜事例3＞2020年3月11日付　岩手日報

＜事例4＞2017年5月17日付　神戸新聞
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セ
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ー

セイコーホールディングス株式会社
コーポレートブランディング部

五十嵐　万葉 氏（いがらし・まよ）

復興への歩みを応援
“わ”に込めた思い

　セイコーは、2011年の東日本大震災以
来、岩手、宮城、福島の3県の各地と東京
で「“わ”で奏でる東日本応援コンサート」
を36回開催してきました。“わ”には、支援
活動の「輪」、被災者と支援者で手を取り
合う「輪」、皆で一丸となって復興に取り
組む調和の「和」、という“わ”の絆を広げて
いきたいという思いが込められています。
震災直後、支援者が被災者を応援する場
だったコンサートは、今では被災者自らが
参画し、復興への道のりを力強く前進する
希望の舞台となっています。
　この新聞広告では、これまでのコンサー

トや活動の歩みを紹介するとともに、震災
発生10年の節目を迎える21年3月に東京・
日本武道館で開催するコンサートの概要や
視聴用二次元コードを案内しました。
　本コンサートは、新型コロナウイルスの
感染拡大の状況に鑑み、無観客ならびに
無料でライブ配信しました。歌唱動画や被
災地への応援メッセージを募集し当日の会
場で披露することで、空間を超えて支援者
と被災者をつなぐ場となりました。新聞広
告の効果もあり、結果として1万人を超え
る方にライブ配信をご覧いただくことができ
ました。
　また、震災を風化させず被災地支援を
継続していくため、広告冒頭で打ち出した
メッセージ「あの時をわすれない。進み続
けるために。」を、和光本館（東京・銀

座）1階のショーウインドーに時計のモニュ
メントとともに掲示しました。震災発生時
刻である3月11日14時46分に時計塔から

「未来への希望の鐘」を鳴らすと、ショー
ウインドーの周囲では道行く人々から黙

もく
祷
とう

が捧げられました。この鐘の音とショーウ
インドーもリモートでご覧いただけるよう、
特設サイトを設置し、新聞広告にも二次元
コードを掲載しました。

日本経済新聞　2021年3月10日付

ク
リ
ナ
ッ
プ

商品・営業企画部広告宣伝課長

守屋　雄策 氏（もりや・ゆうさく）

震災からの復旧に 10 年分の感謝を込めて

　クリナップは福島県いわき市でシステム
キッチンを製造している住宅設備メーカー
として、地域に支えていただき、創業72
年目を迎えます。東日本大震災の際には
ライフラインの停止や設備故障などで操業
停止になり、1か月以上商品が出荷できな
いという、製造業としては致命的な状況に
陥りました。
　震災から39日目の4月18日には何とか
一部商品の出庫を再開できましたが、そ
れまでにはともに被災した地元の方々や、
商品を待っている全国のお取引先・お客
様から多大なご支援をいただきました。

「地域・社会に生かされている」という思

いを全社員が胸に刻む経験でした。
　震災10年の節目を迎えるにあたり、当
時のご支援や今日があることの感謝をあら
ためてお伝えしたいという思いが社内に強
くあり、新聞広告で社会に広くお伝えする
ことになりました。
　企画をスタートしてみると、未曽有の震
災を背景とする広告の難しさに直面します。
10年の節目で社会全体に様々な思いがよ
みがえるなか、どのようなメッセージを伝
えるべきか。当社の思いを一方的に伝える
のではなく、ポジティブに共感していただ
ける表現とは何か。悩んだ結果、「食べる
ことで前を向く」クリエーティブにたどり

着きました。
　新聞広告は読者のペースで何度もじっく
りと見られるのが魅力なので、真心を込め
てお手紙を書く気持ちで丁寧に作りあげま
した。結果的にたくさんの案が出来上がり、
全国紙5紙と東北・北海道のブロック紙、
地方紙8紙に出稿しました。
　たくさんの方からお手紙やメールなどで
共感・感謝の声をいただけたときは、あら
ためて感謝し合う、支え合うことの大切さ
が身に染みました。今後も社会に生かされ
ているという視点を忘れずに、真心を込め
たコミュニケ―ションを続けていきたいと
思います。

2021年3月11日付

日
本
赤
十
字
社

宮城県支部事業推進課長

堀口　頼章 氏（ほりぐち・よりあき）

復興支援で生まれた絆を確かめあう

　東日本大震災の発生から10年に合わせ
て、河北新報朝刊に2021年3月5日付か
ら同11日付までの7回連載で、全5段カ
ラーの記事体広告を出稿しました。当時
支援した人・された人の現在に焦点を当
て、日赤が実施した多様な支援を振り返
りつつ、結んだ絆を再確認する内容としま
した。
　実施した事業が非常に多く、人選には
とても苦慮しましたが、炊き出しと阿波踊
りで笑顔を届けた徳島の奉仕団、04年12
月のスマトラ沖地震の恩返しを救護班とし
て果たしたインドネシア人看護師、ク
ウェートからの支援でノリ養殖を再興した

石巻市の業者、全国から来たボランティア
を差配した地元のボランティアリーダー、
広報特使としても個人としても被災地を支
援し続ける女優の藤原紀香さんら七つの
団体・個人を取り上げました。
　当初は広告ではなく、震災10年を契機
として当人たちが再会できるようなイベン
トを予定していましたが、コロナ禍により
開催できない状況になってしまいました。
そこで、メディアを介して被災地内外をつ
なぎ、結びつきを確かめあう趣旨の企画と
しました。また、震災に対しては海外から
も多くの支援が寄せられましたので、感謝
と現在の姿を伝えるために、取材時の様

子をメッセージ動画としてまとめ、英語字
幕を付けて動画共有サイトユーチューブで
公開しました。
　この取り組みは世界192の国と地域の
各赤十字社を通じて共有され、クウェート
赤新月社の社長や駐日クウェート大使から
は、支援を受けたノリ養殖業者が動画で
繰り返し謝意を伝えたことに対する返礼が
届くなど、友好関係の一層の醸成にも寄
与しました。
　連載タイトルに込めたとおり、当時の支
援のつながりが永遠に続き、震災の教訓
が次代の防災につながることを願っていま
す。

河北新報　2021年3月5日付

花 

王

コンシューマープロダクツ事業部門
グローバル事業推進センター事業ＥＳＧ推進部部長

松本　彰 氏（まつもと・あきら）

東北と歩み続ける　社員からのメッセージ

　東日本大震災から10年となる2021年3
月、今の私たちの「想い」をお伝えしたい
と考え、新聞紙面で表現しました。
　2011年3月11日の未曽有の出来事は、
企業としてのみならず私たち一人一人が、
社会に対する在り方を見つめ直すこととな
りました。震災直後から多くの社員が現地
に入り、その被害の甚大さを知るとともに、
そこから立ち上がろうとする東北の方たち
の言動に触れることで、この災害に自分た
ちがどう関わっていくべきかを考え、行動

する機会をいただいたと思っています。介
護や育児などで現地に足を運べないなか
でも、メッセージを書くなど何らかの形で
東北とつながろうとするメンバーもいまし
た。
　今回のグラフィックは、工場や研究所、
全国の販売の事業所から参加した社員が
広く出演できればと企画しました。新型コ
ロナウイルスの影響により、本社の人員の
みの出演となりましたが、全国の社員の想
いが集積したものになったと思っています。

コピーは、その想いをくんで社長自らが書
き上げました。
　掲載紙面を見た多くの社員から、また
東北の方々に会いに行きたいと声が寄せら
れました。そして東北の多くの方からも声
をかけていただきました。今はコロナウイ
ルス感染拡大防止のため直接訪問するこ
とはかないませんが、電話やメール越しに
東北の皆さまの笑顔が思い浮かびます。
そんな皆さまと、これからもつながってい
きたいと思っています。

　岩手日報、河北新報、福島民報　2021年3月11日付
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radiko

業務推進室

坂谷　温 氏（さかや・ゆたか）

災害時だけではない、
いつでも心に寄り添い続けるラジオの魅力を

　2010年にサービスを開始したradiko
（ラジコ）は、20年12月に設立10年を迎え
ました。「ラジオをもっと身近に」――ス
マートフォンやパソコンでラジオ番組を聴
けるラジコは、ラジオの楽しみ方を広げ、
従来からのファンに加えて、新しい聴取者
層も開拓してきたと考えています。
　11年に発生した東日本大震災の時には、
ラジオは情報入手などに最も役立ったメ
ディアとして、聴取者から高く評価されま
した(総務省調べ)。そして、震災から10
年の21年3月11日、「もしもの時に、いつ
もの声を。」というコピーで、防災メディ
アとしての有用性のみではない、ラジオが

本来持つ「ぬくもり」を届ける新
聞広告を全国紙等で展開しました。
新聞読者や業界関係者などから、

「あらためてラジオに注目した」と
いった多くの反響をいただきました。
　20年5月に掲載した新聞広告
では、「まるで隣にいるような、
パーソナリティの明るいおしゃべ
り」「リスナーから届く、家の時
間をちょっと楽しくするエピソード」

「偶然出会う、きもちを励ましてく
れる音楽」などのコピーで、ラジ
オの持つ親密性や手軽さといった
特性、魅力を訴求しました。そう
したラジオの特徴は、このコロナ禍におい
ても、ますます強みを発揮していると思っ
ています。

　今後も聴取者に寄り添う、また災害時
にも有用なメディアとしてのラジオの強み、
魅力を伝えていきたいと考えています。

福
島
県

福島県クリエイティブディレクター

箭内　道彦 氏（やない・みちひこ）

福島県総務部広報課

平山　知宏 氏（ひらやま・ともひろ）

「はじめる」から「かなえる」へ
福島県の新たな決意

　新型コロナウイルスの影響で、東日本
大震災と東京電力福島第一原子力発電所
事故の風化が一段と進むなか、震災から
10年を迎えるにあたって､ 福 島 県は
2021年3月11日と13日にそれぞれ行政と
しては非常に大きな事業となる、全国紙5
紙等での新聞広告を展開しました｡
　3月11日は震災から10年の当日に､ 心
を込めた文章で､ 福島の現状と人々の思
い､ 多くの応援への感謝､ そして､ 次の

10年への決意を伝えました｡
　その2日後､ 3月13日に掲載したのは､
福島県が震災以降、未来への意思を宣言
し、新しい流れを創造したこれまでのス
ローガン「ふくしまから はじめよう。」か
らバトンを受け取って、現在の、そしてこ
れからの福島に合わせてアップデートした
新スローガン「ひとつ、ひとつ、実現する 
ふくしま」です。

　「はじめる」から、「かなえる」へ。復
興に向けて歩んできた「これまで」と、新
しい未来につなげていく「これから」と、
県民のみなさん一人一人の「今」を重ね
たメッセージで、掲載後、全国からたくさ
んの共感と応援の言葉をいただきました。
これからも様々な「実現」に向けて、ひと
つずつ、しっかりと歩んでいきたいと考え
ています。

2021年3月11日付 3月13日付

2021年3月11日付

河
北
新
報
社

営業局営業部

村上　りゅう太 氏（むらかみ・りゅうた）

紙面と動画で伝える被災地発の「ありがとう」

　東日本大震災発生から10年。復興はま
だ道半ばで、「ひと区切り」を強調するこ
とには賛否があります。とはいえ、この10
年間、全国から寄せられた支援のおかげ
で今の日常があることへの感謝の気持ちは
被災地に住む私たちが等しく、強く有する
ものでした。そこで、被災地発の「ありが
とう」を集め、全国に伝える企画を実施し
ました。
　まずは、紙面を通じて感謝の気持ちを
表現した写真を募り、それを素材に紙面
と動画を製作しました。2021年３月11日
付の特集紙面では思いのこもった256点

の写真を見開き30段で紹介し、読者と感
謝の気持ちを共有しました（画像左）。
　次に動画を使って、全国の皆様に感謝
と被災地の今の姿を伝えました。被害の
大きかった宮城県沿岸15市町別と総集編

「宮城を想う全ての人に『ありがとう』」の
計16本の動画を作成。自治体ごとに分け
ることで、その地域にゆかりある人が選択
できるようにしました（画像右）。動画の
BGMは、宮城出身のシンガーソングライ
ター Rakeさんが書き下ろしで制作。彼に
とっても６年ぶりの新曲となった「100年
先のあなたへ」は動画のメッセージ力をよ

り高めています。
　１人でも多くの人に動画を見てもらうこ
とにも力を注ぎました。友好地方紙40紙
以上の協力をいただき広告や記事でPRし
てもらったほか、ポスターも制作し全国に
発送して伝えました。動画共有サイトユー
チューブ上での動画再生は１か月で２万回
を超えました。企画協賛についても146社
から賛同いただくことができました。
　新型コロナウイルスの感染拡大により分
断の日々が続いていますが、被災地からの
感謝の思いを全国、世界の皆様に伝えて
つなぐ、その一助になっていれば幸いです。

2021年3月11日付

中
日
新
聞
東
京
本
社

福
島
民
報
社

中日新聞東京本社広告局広告一部

甲地　正幸 氏（かっち・まさゆき）

福島民報社東京支社営業部

宗像　恒成 氏（むなかた・こうせい）

10年間撮り続けた写真とアーティストからのメッセージ
石井麻木写真展「3.11からの手紙/音の声」

　東日本大震災から2021年で10年を迎
えました。多くのメディアでは、3月11日に
合わせて特集や特番を組んでいました。し
かし、一過性のものではなく長く被災地と
寄り添うためにできることはないだろうか
との思いから、この企画を立案しました。
　思いと記憶を風化させないために、東
京新聞では福島民報社との共催で石井麻
木写真展「3.11からの手紙/音の声」を
実施。東京都内では3月1日から29日間、
福島県内では3月6日から26日間、それぞ
れ開催しました。福島民報社が主催する

音楽イベント「風とロック」の公式カメラ
マン石井麻木さんと協力し、石井さんの写
真とともに賛同してくれたアーティストの
メッセージと思いを展示しました。告知は、
対談紙面特集を含む新聞、都営地下鉄全
106駅での駅貼り・全線での中づり掲出、
杉並区広報紙などで展開しました。
　メーン会場は旧杉並区立杉並第四小学
校の校舎です。企画趣旨に賛同した杉並
区が会場として提供してくれました。懐か
しさを残す会場には、石井さんが１０年間
撮り続けてきた多くの写真とアーティスト

たちのメッセージで、福島への思いがあふ
れていました。来場者たちは久しぶりに小
学校に足を踏み入れることを楽しみ、会場
に展示された写真から伝わる息づかいに
様々な思いを巡らせていました。
　3月20日には、メーン会場の小学校の
体育館で石井さんのトークショーと男性4
人組バンドストレイテナーのボーカル・ホ
リエアツシさんの弾き語りライブを開催。
写真と音とアート、それぞれの表現方法
で被災地に思いを寄せるイベントとなりま
した。

東京新聞　2021年3月6日付 福島民報　3月6日付
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神
戸
市

建築住宅局建築指導部耐震推進課

渡辺　祥弘 氏（わたなべ・よしひろ）

北　麻鈴 氏（きた・まりん）

学生の震災新聞
本紙広告で市民に

　この新聞広告は、市民のみなさんに地震
からどう命を守るかを考え行動してほしいと
いう思いを込めて、阪神・淡路大震災が発
生した1月17日の神戸新聞朝刊に掲載しま
した。イベント等の開催が難しいコロナ禍
でも多くの人に伝えられるよう、「1.17→

（イッテンイチナナカラ）新聞」という架空
の新聞を作成し、学生が震災当時を知る人
などに取材し、感じ考えたことを記事にし
た1面を抜粋し広告としました。学生の記
事を載せることで、下段にある神戸市の耐
震化への思いや補助制度も、より注目して
もらえるように考えました。

　参加した学生からは、「災害がどこか他
人事になっていたことに気づけた」「震災を
学ぶだけでなく未来を考えられた」等の感
想を、神戸新聞社の読者アンケートでは、

「学生の思いや当時の状況がよく伝わってく
る」「備えについて考え直す機会になった」
等のコメントを多数いただき、大きな反響
がありました。
　「1.17→新聞」は、「1.17→」というプ
ロジェクトの中で作成しました。このプロジ
ェクトは、被災都市として耐震化に積極的
に取り組んできた神戸市が、震災から四半
世紀がたったからこそできることを考えた企
画であり、震災を経験していない大学生が、
震災を学び、感じ考えたことを発信してい
ます。学生の発信が、同世代だけでなく、
震災経験者もあらためて地震対策を行うき

福
島
民
報
社

郡山本社営業部副部長

佐久間　貴志 氏（さくま・たかし）

絵本でつなぐ大震災の記憶

っかけになると考えました。
　「1.17→」のロゴは、全国で起きた震度
7の地震をプロットして作りました。阪神・
淡路大震災以降、震度7の地震が6回も発
生しており、いつどこで地震が起きてもおか
しくありません。あなたと、あなたの大切な
人の命を地震から守るために、すまいの耐
震化を進めてほしいと願っています。

　2020年度は東日本大震災と東京電力
福島第一原発事故から10年を迎える年度
でした。あれから10年、影響がいまだに
残る福島県内においても震災と事故の記
憶は薄れつつあります。そして、多くの子
供たちは「10年前に何が起きたのか」を
知る機会すら減ってきているのではないか
と感じていました。
　我々は新聞社として古里を担っていく子
供たちに対し、「当時、古里に何が起こっ
たのか」「人々は何を学んだのか」を伝え
ていくことの大切さを考えました。当時、
人々が日常を取り戻すために早急に活動を
再開した企業も同じ思いではないかと考え

ました。その思いを持った企業と、当時の
記憶と記録をつないでいく企画を立案しま
した。
　伝える手法として、デジタルの時代にア
ナログな「絵本」を作ることを決めました。
小学校、公立図書館で、読み伝えていた
だきたかったからです。震災と事故から
10年を迎える2021年3月11日以前に各
小学校や公立図書館に寄贈することとしま
した。まずは絵本と活動を知ってもらうた
め、20年10月20日（新聞広告の日）に別
刷り24ページの特集を発行しました。5段
広告が19社、ロゴマーク掲載社が59社、
動画制作に1社の合計79社・団体に賛同

いただきました。
　新聞特集を発行すると、教育機関や読
み聞かせ団体、一般の方々から問い合わ
せが寄せられました。小学校だけでなく高
校の授業でも活用され、学校新聞でも取
り上げられました。絵本作家による読み聞
かせ会や原画展も継続して開催しています。
地元出身のタレントやアナウンサーがオン
ラインで読み聞かせも行いました。10年の
節目を迎えた21年3月11日には同企画の
ホームページを立ち上げ、動画絵本、英
語版動画絵本の発信、拡散をSNS、動画
共有サイトユーチューブなどで続けていま
す。

信
濃
毎
日
新
聞
社

広告局広告部次長・部長待遇

竹内　克彦 氏（たけうち・かつひこ）

「知恵袋」で高める防災意識

　2019年10月に列島を襲い、長野県に
も大きな被害をもたらした台風19号（後
に気象庁が「令和元年東日本台風」と命
名）から1年後、信濃毎日新聞では、防
災キャンペーン特集としてブランケット判
20ページの別刷りを20年10月に発行し
ました。災害からの復興への参加と協力を
呼び掛けるために県などが作った合言葉

「ONE NAGANO（ワン・ナガノ）」をその
まま特集タイトルとし、県民の防災意識の
向上を図りました。
　20年は、台風シーズンを前に国内各地
ですでに大規模な水害が発生しており、19
年の台風19号の被害そのものを振り返る

よりも、今後、同様の災害がいつでも起こ
りうることを念頭に、「一人一人の住民

（読者）が『今後できること・やるべきこ
と』について知る“知恵袋”」をコンセプト
に据えました。
　紙面では、災害復興の現場から数多く
の情報を集め、イラストを多用して紹介。
横書きを予定していたためブランケットの
逆開きで紙面を作成し、センター面は30
段を縦に使い注目率を高めました。また、
ボランティアに参加した人、支援を受けた
人、それぞれから投書を募り、災害から１
年後も双方を「つなぐ」ことを意識しました。
　さらに、この特集をベースにしたA4判
24ページの冊子を２万部作成し、県を通

神
戸
新
聞
社

東京支社営業部次長

田中　伸幸 氏（たなか・のぶゆき）

コロナ予防策の保存版、広告で提供

じて県内全自治体に配布しました。この冊
子も好評で、「自治会の集まりで配布した
い」「親戚に配りたい」といったお問い合
わせを数多くいただきました。
　最終的に94の企業・団体からご協賛い
ただき、その中から200万円を長野県NPO
センターが運営する「ONE NAGANO基金

（信州災害支援寄付基金）」に寄付しました。
今後も発生しうる大規模災害の際のさまざ
まな支援活動に役立てていただきます。

　新型コロナウイルスの発生は、人々の
生活を一変させました。誰もが経験したこ
とのない日々を過ごす中で、コロナは目に
見えない不安、予知できない怖さがあると
知りました。脅威から身を守るためには適
切な予防しかありません。
　過去に自然の脅威を生き抜いてきた兵
庫だからこそ、防災という観点からコロナ
を防ぎ、生命を守る行動について発信で
きることがあるのでは、と考えました。新
しい生活様式の中で、「変顔エクササイズ
で表情筋を鍛えよう」や「日傘を差すと、

優雅に空間が保てます」とソーシャルディ
スタンスを確保する方法など、ストレスな
く簡単に取り入れることができる28のアイ
デアを紹介。守りたくなるルールを12ペ
ージの別刷特集にまとめました。また、紙
面を折りたたむことで小冊子となり、いつで
も見やすい携帯性の高い仕様としました。
　折しも、2020年11月には神戸市で新聞
大会が開催され、全国から来県された新
聞各社の皆さんにも紙面を手に取っていた
だくことができました。大会後に地元に持
ち帰った新聞社から、編集紙面で使用を

検討しているといった問い合わせがありま
した。読者センターには、知り合いに縮刷
版を配り役立ててみたいという高齢の方や、
家族での話題のきっかけになった、小冊子
としていつまでも活用できる、と喜ぶ声が
多数寄せられ、企画の広がりを感じる結
果となりました。
　21年4月には3度目の緊急事態宣言が
出されました。いまだコロナ禍に生きる
我々は、本企画のように普段の心掛けの
大切さと、他者を思いやる気持ちを持ち続
けたいものです。

2020年10月20日付絵本「きぼうのとり」

2020年11月26日付

2020年10月11日付

神戸新聞　2021年1月17日付
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話題の広告事例

検索新聞広告データアーカイブ◉詳しくは

話題の広告事例略語凡例 Pro=プロデュース  CD=クリエーティブディレクション  AD=アートディレクション  C=コピー  D=デザイン　Ph=フォト

掲載紙＝朝日
掲載日＝2020/10/20、12/29
スペース/色＝全15段（10/20）、全15段×４、全5段×２（12/29）/カラー
企画・制作＝The Breakthrough Company GO
扱い＝電通
Ｐｒｏ＝五十嵐麻衣、月川拓馬
ＣＤ/PR＝三浦崇宏
ＡＤ＝小川貴之
Ｃ＝鶴見至善、飯塚政博

公募の企業広告が紙面に
伝える面白さを訴求

　「＃広告しようぜ」は、2020年10月

20日の「新聞広告の日」に始動した、

新聞広告の新たな可能性を開拓する協賛

企業6社との合同プロジェクトです。同

日の朝日新聞朝刊の広告で、協賛6社が

それぞれの企業活動に沿ったテーマの広

告を広く読者から募集するというもので、

　広告は多くの人を幸せにする力を持っ

ています。素晴らしい文化でもある広告

がもっと愛されるために、面白い広告を

増やしたい。そして多くの人に「広告の

面白さ」を体験してほしい。そうした

メッセージは十分に伝わったのではない

かと思っています。

表現形式はまったくの自由。SNSを中心

に大きな反響を呼び、特設サイトやツ

イッターを通じて､ 2週間の応募期間に

5,225もの広告案が寄せられ、12月29

日の朝日新聞朝刊に協賛各社が採用した

広告案が、その企業の広告として掲載さ

れました。

朝日新聞社
総合プロデュース本部コンテンツ事業部 

田浦　孝博 氏（たうら・たかひろ）

掲載紙＝朝日、毎日、読売、日経、北海道、河北、福島民報、
下野、上毛、静岡、信濃毎日、新潟、北國、

 西日本、琉球、沖タイ
掲載日＝2020/11/12、11/13、11/16
企画=リクルート、GRACABI
制作=リクルート、GRACABI
扱い=貿易広告社

データサイエンス学部開設
童話で伝える新しい学び

　2021年4月に開設した立正大学デー

タサイエンス学部、および大学名の認知

と、学生募集を主目的としたシリーズ広

告です。データサイエンスを学び活用す

ることで、新たな価値を創造できるとい

うことを、「誰もが知るおとぎ話の主人

公がデータサイエンティストだったら、

まったく新しい結果につながる」という

ストーリーで表しています。

　まじめだが地味という本学のイメージ

からかけ離れたインパクトとユニークさ

が、読者の方から「大学らしからぬ広

告」と評価されたのではと思います。は

じめて本学を知った、あらた

めて注目したという声も多く、

大学名の認知という点でも成

果を感じられました。

　多方面からこれまでにない

反響があり、「受験生や受験

生を取り巻く多くの方になじ

みの少ない分野に興味を持っ

ていただくこと」、「同学部に

おける学びの主眼が新しい価

値の創造であり、理系文系を

問わず学べることを知ってい

ただくこと」という目的は十

分達成できたと考えています。

学校法人立正大学学園
学長室広報課 

椿　太 氏（つばき・ふとし）

掲載紙＝新潟
掲載日＝2021/3/31
スペース/色＝全15段/モノクロ
企画・制作＝Birdman
AD＝佐々木渉
C＝畑山雅俊
Special thanks＝阿部良太・小澤祥矢

ひとりに向けたメッセージで感じた
新聞広告の力

　地元の恩師が定年退職を迎える節目の年。

みんなでお祝いをするどころか帰省するこ

とさえもままならない状況にありました。

何か先生に感謝を伝える方法はないだろう

か。そんなとき、以前から考えていること

をやってみよう、そう思いました。新聞広

告をひとりに向けて打ってみるのはどうだ

ろう、と。

　ターゲットに思いを届けたい、その一心

で生まれる広告たち。ですが、果たしてど

れだけの広告が伝えたい相

手に届いているのだろうか。

広告という仕事に携わりな

がら、いつも考えていまし

た。それなら、ひとりに向

けた広告があってもいいの

ではないか、と。

　この広告を出したところ、

先生や友人だけでなく、同

じ先生に教わった様々な年

代の方からご連絡をいただ

き、新聞広告の力を感じま

した。ちなみに先生ご本人

は、紙面を額縁に入れてお

うちに飾ってくれているそ

うです。

株式会社 Birdman
コピーライター

畑山 雅俊 氏（はたけやま・まさとし）

2020年10月20日付 12月29日付

九州生乳販売農業協同組合連合会

掲載紙＝西日本、朝日（西部）、毎日（西部）、読売（西部）、　
　　　　佐賀、長崎、熊本日日、大分合同、宮崎日日、南日本
掲載日＝2020/10/24、11/21
スペース/色＝全15段/カラー
企画＝電通九州
制作＝電通九州、五島列島なかむらただし社、マルツネデザイン
扱い＝電通九州

酪農家の感謝を読者に届ける

　九州生乳販売農業協同組合連合会では

2014年以降毎年、九州の酪農家をモデ

ルに新聞広告を掲出しています。

　2020年度は、新型コロナウイルス感

染拡大の影響により学校給食・業務用牛

乳・乳製品の需要が大幅に減少する一方、

家庭内での牛乳・乳製品の消費が増加し

ました。今回の広告では、ご家庭で牛乳

を飲んでもらったことへの感謝と、今後

も飲んでいただくことが酪農家への応援

につながることを伝えたいと考えました。

酪農は厳しい状況に置かれており、ひた

むきに従事する生産者の姿や声を読者に

伝えることで、九州産牛乳・乳製品に対

する応援の気運を作り、酪農への理解の

醸成と牛乳の消費拡大につなげることを

狙いました。

　以前、ある読者から「大好きな牛乳　

酪農家に感謝」というタイトルで九州の

県紙にご意見を投稿していただいたこと

がありました。今回も、私たちの思いが

読者に届いていることを願っています。

2020年10月24日付

11月21日付
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　日本アドバタイザーズ協会と新聞協会は2月4日、
オンラインで共催セミナーを開き、広告主、広告
会社、新聞社などから200人以上が参加した。
全体のコーディネーターは電通の嶋野裕介氏が
務め、パネルディスカッションと新聞社の事例紹介
を行った。
　パネルディスカッションは、嶋野氏とTwitter 
Japanの松山歩氏、森永乳業の加藤雄大氏が
登壇。「新聞広告でSNSも盛り上がる！」と題し、
SNS時代の新聞広告について議論した。嶋野
氏は、新聞協会の新聞オーディエンス調査など
の各種調査から、「SNSで広めたくなる広告媒体
として新聞広告がニュースサイト広告や動画サイト
等を上回っている」「新聞（社）の情報であれ
ば安心して話題にできると考えている人が多い」

「若い人ほど新聞の内容をSNSで発信している」
ことを紹介。また広告主が広告プロモーションに
期待する機能で最も高いのが「PR活動やSNS

トータテホールディングス株式会社　広報企画部　グループ VC ディレクター

西原 一幸 氏（にしはら・かずゆき）

新聞で築くお客様との信頼関係

広告委員会の活動報告
新聞広告クリエーティブ

コンテスト作品募集
信頼性の高い新聞広告、SNS時代に存在感増す

――アドバタイザーズ協会との共催セミナー開催

活用による話題作り」とする調査結果も踏まえ、
嶋野氏は「情報の信ぴょう性が問われる現代で
は、信頼性の高い新聞広告は存在感が増してい
る」と話した。
　松山氏はTwitterがユーザーとメディアをつな
ぐ架け橋だとし、「新聞とTwitterを組み合わせ
た広告コミュニケーションでは、新聞が会話のきっ
かけになり、ブランドを育てていくことが重要だ」
と話した。
　加藤氏は自社が出稿した新聞広告がSNSで大
きな反響が得られた経験を踏まえ、「新聞広告は
企業やブランドの意思表明の場として最適だ。
SNSでの発信だけでは話題化にはつながらなか
っただろう。新聞広告はメッセージ性が強く、ブラ
ンドの本気度、説得力、信頼感を加えやすい」
との考えを述べた。
　事例紹介では、日本経済新聞社、東京新聞、
信濃毎日新聞社、沖縄タイムス社が報告した。

　トータテグループは創業の地・広島を中
心に街づくり事業、戸建て住宅・マンショ
ンの企画・開発・分譲事業、不動産仲介
業、リフォーム事業、マンション管理など
幅広い領域で事業を行っている住生活価
値創造企業グループです。これまで「住
まいのトータテ」としてお客様の多様な要
望にお応えし続け、2022年で創業60周年
を迎えます。
　常日ごろから新聞メディアは企業のメッ
セージをしっかり伝えることができる最適
な場であると捉え、広告を掲載したりイン
タビュー取材を受けたりしています。20年
は新型コロナウイルス感染症拡大による
緊急事態宣言発令中の５月３０日、中国新
聞朝刊に「Think Home」と題した全15
段広告を掲載しました。「新しい生活スタ
イル」が誕生し、住まいの役割が変化し
ている状況下において、あらためて住まい
の在り方について考えるきっかけづくりを
行うと同時に、トータテグループとしてこ

れからもお客様の要望に応え、
支える存在であり続けたいという
企業メッセージを伝えました。
　また、これまで40年以上続く折
り込みチラシは、住宅販売情報等
をお届けする場であるとともに、
お客様とのコミュニケーションの
場としての役割も果たしてきまし
た。営業担当者のコラムを掲載
したり、店舗に来場されたお子様
の写真を掲載したりと、その時々
で試行錯誤しながらお客様に親し
まれる存在であり続けてきました。
なかには毎週末ファイリングして
くださる方もいて、１週折り込み
チラシをお休みしたら心配されて
お電話いただいたこともありまし
た。
　トータテグループは創業60周年を迎え
るにあたり、これからもお客様に安心して

「住まい」のご相談をしていただく存在で

あり続けるために、新聞メディア・折り込
みチラシにおけるコミュニケーションを密に
することで、お客様からの信頼を築いてい
きたいと考えています。

中国新聞　2020年5月30日付

検索新聞広告データアーカイブ◉詳しくは

　新聞協会
広告委員会は、
新聞広告クリ
エーティブコ
ンテストを実
施する。今回
の テー マ は

「拡散・シェア
したくなる新聞
広告」。SNS
で話題になり、

拡散することで新聞広告の価値を高められる広告
を、プロ・アマを問わず若手クリエーターから募
集する。応募期間は2021年7月20日（火）から同
30日（金）午後4時必着。詳細は新聞広告総合
ウェブサイト「新聞広告データアーカイブ」で確
認できる。
　同コンテストは今回が最後の実施となる。

話題の広告事例

掲載紙＝四国
掲載日＝2020/11/1
スペース/色＝全60段/カラー
企画＝電通
制作＝電通クリエーティブX
扱い＝電通
CD=関遼
AD=瀧澤章太郎
プランナー =葛原健太、岸裕真
プランナー /ディレクター =宗像悠里
アカウントエグゼクティブ=中谷寛
D=浅岡敬太
プロデューサー =川瀬理絵
プロダクションマネジャー =本橋美南海
作家＝中島淳志、下村奈那、北郷江、石井淳
美術＝宮崎瑞土
Ph＝興村憲彦

掲載紙＝山梨日日
掲載日＝2020/12/31、2021/1/16
スペース/色＝二連版全30段、全15段×2（12/31）、
全15段（1/16）/カラー
企画＝山梨日日新聞社
制作＝アドブレーン社
ARコンテンツ制作＝サンニチ印刷
扱い＝電通
Pro＝三井将也
CD･AD･D＝五味竜康
C＝高橋一永、三井将也
AR動画ディレクション＝土屋友典

錦鯉再生の物語　特別企画展「六六鱗掬月七百景」

紙面に書き初め
元旦の富士をARで再現

　2020年は新型コロナウイルスの影響

で暗い年となってしまいましたが、21年

はきっと希望が見える年になるという

メッセージを込め、山梨県側から見える

富士山をデザインし、正月の伝統行事で

ある書き初めをテーマにした紙面企画を

実施しました。12月31日付の紙面の上

　国の特別名勝に指定されている香川県

の栗林公園。江戸時代より錦
にしき

鯉
ごい

が彩る池

の美しさで知られていましたが、2018

年にコイヘルペスウイルスが発生。700

匹全ての処分が決定し、錦鯉は姿を消し

ました。その後、各地から集まった支援

により、錦鯉は数を回復。20年11月、2

ショットができ、SNSでの発信や、スマ

ホの待ち受け画面などにして楽しむこと

もできます。新年に明るい希望が持てる

企画が好評となり、とても多くの方に

AR動画を楽しんでいただけました。書

き初めの作品募集も行い、優秀作品は1

月16日付本紙に掲載しました。

フィックや映像、水墨画、織物、陶器な

ど、様々な手法で表現し、来客者の目を

楽しませました。11月3日の放流式には

浜田恵造知事をはじめ、高松市出身の女

優でうどん県副知事の木内晶子さんや地

元の小学生たちが参加し、錦鯉の、そし

て栗林公園の復活を祝福しました。

部は空白となっていて、新年の希望を文

字やイラスト、文章などで自由に書いて

もらい、1月1日午前0時以降に山梨日日

新聞のARアプリを起動してスマート

フォンを紙面にかざすと、AR動画で紙面

上の富士山に日が昇るという正月らしい

仕掛けにしました。AR動画はスクリーン

年の時を経て、700匹の景観がよみがえ

りました。

　これを記念して四国新聞社は、11月1

日に4ページの紙面企画を掲載し、それ

に合わせ栗林公園掬
きく

月
げつ

亭
てい

にて、特別企画

展 ｢六六鱗掬月七百景｣ を3日間開催し

ました。錦鯉の再生の物語を、グラ

四国新聞社
東京支社長兼広告部長

岡本　直樹 氏（おかもと・なおき）

株式会社アドブレーン社
企画制作局デザイン部 

五味　竜康 氏（ごみ・りゅうこう）

山梨日日新聞社
広告局広告企画部 

三井　将也 氏（みつい・まさや）

2020年12月31日付 21年1月16日付AR動画のスクリーンショット
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震
災
と
原
発
事
故
か
ら
10
年
、

全
国
各
地
か
ら
た
く
さ
ん
の〝
エ
ー
ル
〟に
感
謝

●部数＝22万4620部 （2021年3月ABC調べ、販売部数）
●所在地＝福島市太田町13-17
●支社・支局＝郡山本社、東京、大阪、仙台、会津若松、いわき、白河、伊達、
　　　　　　  南相馬、須賀川、喜多方、二本松の各支社、県内15支局

　福島民報社は1892(明治25)年8月1日

の創刊以来、県民紙として親しまれながら

福島県民とともに歩んできました。福島県

ナンバーワンの発行部数で、六つの地域版

で県内全域をカバーしています。地域密着

の編集を心がけ、特に地域ニュースは「県

北版」「郡山版」「県南版」「いわき版」「相

双版」「会津版」の6版制をとっています。

　2011年、東日本大震災、東京電力福島

第1原発事故が発生しましたが、1日も休ま

ず新聞を発行しました。21年3月11日、

震災、原発事故から10年を迎え、福島民

報社は、震災報道、復興の営みなど地域密

着をモットーに読者に愛される新聞を目指

していきます。

　20年、福島市出身で、昭和の音楽史を

代表する作曲家・古関裕而と、歌手として

も活躍したその妻・金
きん

子
こ

をモデルに、NHK

連続テレビ小説「エール」が放送されまし

た。本県ゆかりの男性ボーカルグループ

GReeeeNが歌う主題歌「星影のエール」

が、コロナ禍の人々への応援歌として親し

まれたこともあり、多くの共感を呼び、古

関裕而の軌跡を巡る観光客が多数訪れまし

た。福島民報でも関連したパネル展の実施

や、CD、書籍の制作を行い、地域を盛り上

げる一助となりました。

　「おくる福島民報」は、福島民報が福島

県民の日(8月21日)に県外にいる県民あて

に故郷の新聞を折りたたみ、手紙として郵

送できる企画です。県

外に暮らす県民が、新

聞を通じて地元の情報

に触れ、故郷を思い出

す機会をつくりたいと

いう思いから始めまし

た。18年の「おくる福

島民報」は里帰りを

テーマに制作し、第

72回「広告電通賞」

総合賞をはじめ、19年

度日本新聞協会新聞広

告賞、カンヌライオンズブロンズなど国内

外で15の広告賞を受賞しました。

　さまざまなスポーツ・文化催事も展開し

ています。県内市町村対抗「ふくしま駅

伝」は20年で32回目の開催となり、県内

の陸上競技力向上に貢献し、全国、世界で

活躍する選手を輩出しています。09年から、

郡山市出身のクリエーティブディレク

ター・箭内道彦氏とともに開催している音

楽イベント「風とロック芋煮会」は、「福

島県の一年で、一番楽しい日をつくりた

い」をコンセプトに、音楽ライブと野球、

落語などを組み合わせたイベントです。毎

年、全国から1万人を超す参加者が会場を

訪れます。

　15年度には「ふくしま経済・産業・も

のづくり賞(ふくしま産業賞)」を創設し、

20年度まで6回、表彰しました。先端的

な経営、優れたものづくり、地域資源を生

かした六次化商品開発などを表彰対象に、

受賞企業・団体は延べ202に上ります。

18年度には高校生、大学生らを対象にし

た学生部門を設けました。19年度には、地

域づくりに向けた小中学生の取り組み・ア

イデアをたたえる表彰制度「小中学生まち

づくり大賞(ふくしまジュニアチャレン

ジ)」をスタートさせました。

　新規事業も展開中です。後継者不足とい

う地元経済の課題解決策の一つとして「事

業承継オンラインセミナー」を開催してい

ます。またスマートフォンアプリを活用し

て気軽に参加できるランニング・ウオーク

イベント「さつき・ラン&ウォーク」など

を実施して、コロナ禍での県民の健康増進

に貢献していきます。

「
あ
ん
が
ど
な
い
～
」福
島
民
報
社
で
す

「
や
ろ
っ
け
！
」岐
阜
新
聞
社
で
す

15の広告賞を受賞した「おくる福島民報」

新 聞 社 紹 介

福島駅西口のシンボル福島民報社本社ビル

　岐阜新聞社は1881年に創刊し、「岐阜

を愛し、人を愛し、仕事を愛する」の社

是の下、日刊紙や小学生、高校生、子育

て世帯向けなどターゲットをセグメント

したフリーペーパーの発行、スポーツ・

文化など各種事業の主催を行っています。

2020年、統合編集局内にデジタル報道

部を設け、岐阜新聞のニュースサイト

「岐阜新聞Web」のコンテンツの拡充や、

動画ニュースの配信などにも注力し、そ

の活動の幅を広げています。

　岐阜新聞社では、グループ会社の岐阜

放送も含めた人事異動が行われることか

ら、営業局には、営業一筋の社員だけで

なく、報道記者や整理記者、テレビの

ディレクター経験者も在籍。中途採用者

や県外出身者、育児中の女性社員も多く、

それぞれが経験を生かし、営業だけでな

く企画や制作にも積極的に挑戦する雰囲

気が根付いています。

　新型コロナウイルスの影響で、従来の

企画やイベントが中止となるなか、20年

4月の岐阜県独自の「非常事態宣言」発

令に合わせたラッピング広告を皮切りに、

子ども向けの職業体験イベント「キッズ

タウンぎふ」、医療従事者支援キャンペー

ン「誰かを守る、青。」、ドライブインシ

アター (県内4会場17日間で、28作品を

上映)などウイズコロナに対応した事業を

展開しています。その他、関ケ原の戦い

から420年を記念してスプリットラン印

刷を採用した赤と青の東軍・西軍ラッピ

ング広告、NHK大河ドラマ「麒麟がくる」

にあわせて企画した「光の道プロジェク
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●部数＝13万6273部（2021年3月ABC調べ、販売部数）
●所在地＝岐阜市今小町10
●支社・支局＝東京、名古屋、大阪、西濃の各支社および県内総支局15か所

ト」、「十兵衛新聞」、「十兵衛スポーツ」

の発行など、新しい企画にも数多く挑戦

しています。これらは全て、「必要とされ

ているからやらないと」「こんなことをし

たら喜んでくれる方がいるのでは」とい

う社員の思いを形にしたものです。

　若手社員であっても同様で、20年の

ゴールデンウイークに掲載し、SNSを中

心に話題となった、2メートル以上離れる

と「離れていても心はひとつ」という

メッセージが浮かび上がる全面広告は、

当時入社2年目の社員が、幹線道路沿い

で見た看板をヒントに、自らデザインを

考えました。5月末に掲載された医療従事

者へエールを送る見開き広告では、入社

してまだ2か月の社員3人が、学生時代に

放送部で培ったスキルなどを生かして協

賛企業をリレー形式でつないだ動画広告

を制作。協賛企業の商品やサービスと、

「新しい生活様式」について広

く知らせることができました。

　21年は創刊140年の節目の

年で、キャッチコピーは「つた

える、つながる」です。過去か

ら現在、現在から未来へ時をつ

なぎ、人から人へ思いをつなぐ

――それは、まず伝えることか

ら始まります。次世代の子どもたちが生

き生きと暮らせる社会を目指して、企画

紙面やイベントを通じて県民をつなぎ、

未来へバトンをつなげていきます。

多彩な顔ぶれの営業局

ドライブインシアター

新 聞 社 紹 介

離れていても心はひとつ（2020年5月6日付）



グラフィックデザインを勉強していた日
本大学芸術学部2年生の1988年に、ア
ートディレクターの葛西薫さん、奧村靫
正さん、清水正己さんが審査員の「いず
みや第3回クレセントコンペ」に出品した
イラストで大賞をいただいてしまいました。

大学4年生の時、内定をもらった広告
会社I&S（現I&S BBDO）のアートディレ
クターの方から、賞をもらったやつだから
優秀だろうと「不動産会社の新聞広告
15段のシリーズ広告の競合コンペに、君
も１案考えてみてよ」と言われて、調子
に乗って出した緑色の幾何学の平面構成
みたいな案が、なんと決まってしまい、そ
れが新聞広告デビューとなりました。掲
載された新聞広告を、尊敬するアートデ
ィレクターの仲條正義さんに見てもらう機
会があって、緑の幾何学形態の幅とかの
バランスは良いけど、文字組みはもっと勉

強した方がいいというようなことを言われ
たのを、今でも覚えています。

I&Sに入ってからもコンペに応募し続け
ていて、新潮社の「新潮ミステリー倶楽
部」のお題を、あえてポスターのようにポ
ップで文字要素も少ないデザインにして、
93年度第42回朝日広告賞の準グランプ
リに選ばれました（左下、中）。うれしか
ったのですが、その時はグランプリじゃな
かった悔しさの方が強かったです。生意
気でした。

98年に、なんとコピーライターの秋山
晶さんから声をかけていただき、月桂冠
の新聞広告のアートディレクションができ
ることになりました。「比叡山に、やがて
月桂冠になる雨が降る。」という秋山晶さ
んのコピーを、カメラマンの藤井保さんが
撮影した、早朝の京都の風景の前に一升
瓶を置いた美しくシンプルなビジュアルに

レイアウトするというぜいたくな仕事でし
たが、言葉とビジュアルの相互効果を体
感できてとても勉強になりました。撮影終
わりに早朝の比叡山の前で、秋山晶さん
から「君は、広告に向いているよ」と言
われたことが、今でも広告を続けている
糧になっています。

99年に独立し、「デイリーフレッシュ」
という会社を立ち上げてからは、シャープ
の「エコロジークラスでいきましょう。」
や、トヨタ自動車の「もっとよくしよう。」
という新聞広告のキャンペーンを担当させ
てもらいました。毎月1回掲載されるよう
な新聞広告って、新聞に自分の連載ペー
ジがあるようで、開く時にワクワクするん
ですよね。

広告を続ける糧

秋山 具義 氏
Akiyama Gugi
1966 年東京・秋葉原生まれ。90 年日本大学芸術学部卒業。同年、株式会社 I&S( 現 I&S/BBDO)
入社。99 年デイリーフレッシュ設立。
広告キャンペーン、パッケージ、ロゴ、キャラクターデザインなど幅広い分野でアートディレク
ションを行う。「日本パッケージデザイン大賞 2017」にて「マルちゃん正麺カップ」が金賞受賞。
著書に「世界はデザインでできている」「ファストアイデア 25」がある。

ク リ エ ー タ ー の 眼

SHINBUN KOUKOKUHO 77616

1998 年 12 月に朝日、読売などに掲載


